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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で下落となりました。週初は前週から引き続き
３日続伸し、連日で昨年来高値を更新しました。
その後は、円相場が円高方向に振れ、輸出企業の
採算が悪化するとの懸念から利益確定売りが広が
り、週末まで3日続落となりました。（週末引け
値：23,653.82円）

 週間では、日経平均株価は0.26％の下落、東証株
価指数0.22％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2018年1月8日～1月12日）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に上昇となりました。世界的な金利上昇に加
え、９日（火）の日銀の国債買い入れオペ（公開市
場操作）で減額が意識されたことから債券売りが出
やすく、週初は利回りが上昇しました。週末は、割
安と見た投資家から買いと、持ち高調整の売りが交
錯し横ばい圏で推移しました。（週末引け値：
0.078%）

 週間では、0.015%の上昇となりました。
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。週初は税制改革の恩恵が期待され
るヘルスケア株等を中心に買われ、上昇してスター
トしました。中国が米国債投資減額を検討との報道
を受けて売りが先行する場面もあったものの、週末
は、堅調な経済指標や米銀大手の予想を上回る好調
な決算発表等を背景に上昇し、史上最高値を更新し
ました。（週末引け値：25,803.19ドル）

 週間ではNYダウは2.01％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安
となりました。日銀による長期債を対象に実施した
買い入れの減額の通知や、中国政府が米国債の購入
減額を検討しているとの一部報道等を受けて、週を
通じて円買い・米ドル売りが進行しました。（週末
引け値：111円00銭～10銭）

 週間では米ドル/円は1.76％の円高、ユーロ/円は
0.38％の円高となりました。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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